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別紙 

令和6年度 第5回石川県最低賃金専門部会 議事録 

 

令和6年8月9日（金） 

9時30分~11時20分 

金沢駅西合同庁舎 別館２階共用第２会議室 

 

【粟田部会長】 

 

 

【事務局】補佐 

 

 

 

 

 

【粟田部会長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、第５回石川県最低賃金専門部会を開会いたします。 

専門部会の成立状況について報告してください。 

 

本日は、全委員にご出席いただいております。現在、委員９名中９名のご出席で、

最低賃金審議会令第６条第６項に定める定足数委員の３分の２以上、又は公労使各

委員の３分の１以上に達していますので、本専門部会は有効に成立していることを

ご報告いたします。 

なお、本日の専門部会は公開となっており、傍聴希望者は４名です。 

 

議事に入る前に、本日の議事録確認者を指名したいと思います。 

公益委員側は私が行います。労働者側は南委員、使用者側は橋本委員にお願いし

ます。 

それでは議事に入ります。 

配布資料がございませんので、石川県最低賃金の改正金額についての議題にさっ

そく入りたいと思います。昨日第 4 回の専門部会での労使各側の発言内容を確認し

ておきます。 

まず労働者側ですけれども、最終的なご意見として賃上げ額としては引上げ 53

円をご主張されておられます。根拠といたしましては連合の春闘賃上げ妥結状況

における、有期・短時間・契約等労働者の賃上げ率を基にすると 54 円となるとこ

ろですが、能登半島地震の影響などを踏まえまして 53 円とのことでご主張をいた

だいたところです。 

使用者側ですけれども、使用者側の委員の中での統一的なご意見というのは昨日

の段階ではいただけてない状況ではありますが、目安額であります引き上げ額 50

円については理解できるというご発言をいただいておりまして、あとは能登半島地

震の影響をどう捉えるか、近隣県との格差是正をどう捉えるかというところでのご

検討中とのそういった状況でございます。 
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【事務局】補佐 

 

 

 

 

【粟田部会長】 
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補足はございますか。よろしいでしょうか。 

本日専門部会最終となる予定でございます。更にご意見を伺い、調整を図りたい

と思います。 

この場面で双方もしご意見ご発言あるようでしたら、どうでしょうか、よろしい

でしょうか。 

それでは、ないようですのでこれから個別にご意見を伺うことにしたいと思いま

す。 

事務局は控室について案内してください。 

 

労働者側の控室は、同じフロアーの第４会議室を、使用者側の控室は、第３会議

室を用意しております。 

また、傍聴者の方は、3 階にあります打合せ室を休憩場所としてご用意しており

ますので、ご移動をお願いいたします。 

 

それでは一旦部会を休憩とさせていただきます。 

 

 

（公労・公使折衝） 

 

 

 部会を再開します。 

 これまでの経過を踏まえ、労使双方から真摯なご意見をいただきました。ありが

とうございました。ただし、労使双方合意に至りませんでしたので、今回は公益案

を提示して、採決をとるという形をしたいと思います。 

私の方から公益案を示したいと思います。改正後の最低賃金額 984 円、引き上

げ額 51 円、これで公益案として提示をさせていただきます。公益案の提案理由を

今から説明を申し上げます。まず初めに本年 7 月 11 日に開催された第 452 回石

川地方最低賃金審議会において、石川県内で働く労働者の賃金実態の集計結果及び

中央最低賃金審議会での目安に関する小委員会で示された資料などの報告を受け、

同資料から改正前の石川県最低賃金額と生活保護水準に乖離が生じてないことは

確認されたところです。この専門部会としては、令和 6 年度の石川県最低賃金の改

正のために、7 月 31 日、8 月 2 日、7 日、8 日及び本日 9 日に専門部会を開催し

たところです。5 回に渡る専門部会では中央最低賃金審議会で示された地域別最低

賃金額の目安を参考として、関係労働者からの意見聴取を実施し、労使各委員の皆
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【南委員】 

 

 

 

 

【粟田部会長】 

 

 

【橋本委員】 

様から石川県内のそれぞれの業界の現状や、引き上げるべきと主張される額の具体

的な根拠をお聞きして、真摯かつ慎重な議論を重ねてきたところです。本当に真摯

にご意見をいただいたと思いますけれども、最終的には労使各意見の隔たりを埋め

ることができず、合意に至ることはできませんでした。  

私ども公益委員としては、これまで事務局から示された、各種統計資料などを参

考にして石川県における労働者の生計費などの生活実態、賃金水準、中小企業にお

ける経営の実態なども踏まえ検討いたしました。今回の審議では労使ともに最低賃

金の引き上げが必要であるという認識は一致していたと思います。ただ、引き上げ

の具体的な金額をめぐっては意見が分かれる状況が続きました。  

公益委員としては最低賃金近傍で働く人の生活への影響を考慮して、年間購入頻

度階級別指数のうち頻繁に購入する支出項目にかかる消費者物価指数 5.4%、この

数字を注視したいと考えています。加えて地域間格差の是正や消費者物価の高騰な

どの事情なども考慮する必要があると考えております。一方において石川県におい

ては本年 1 月 1 日に発災いたしました能登半島地震こちらの方の復旧復興がまだ

まだであり、当該地域の被災地域の事業、特に小規模事業者さんたちの苦境も無視

することはできない要素だと考えております。そうしますと 50 円という、目安の

引き上げの額自体も相当その方々にとっては高いと感じられるという数字かとは

思いますけれども、最低賃金が持つ意味合いなどを考慮しますと、先に申し上げま

したように、51 円という数字を示させていただきまして、それによって被災地の

労働者消費者の方々も含め、消費者物価指数への高騰状況に耐えうる賃金額という

ことで提示をさせていただくのが妥当という判断をいたしました。  

この形で示させていただきますけれども労使双方から公益案に対して、それぞれ

ご意見をいただければと思います。まず労働者側からのご発言をいただきたいと思

います。 

 

労働者側としてはこれまでまとめた春闘の関係、また物価高の中では、労働側と

しては一応、53 円ということでやっておりましたが、地震の関係、また近県の格

差是正という中では 53 円を求めたいというところでございますが、様々な議論の

中で、公益が示す 51 円ということで賛成の方にしたいと思っています。 

 

労働者側の他の委員の皆さんもよろしいですか。 

はい、そうしましたら、使用者側からのご発言をお願いいたします。  

 

使用者側としては私と敷波委員はほぼ同じような意見で、まずあの最初にお話し
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【粟田部会長】 

 

【山下委員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たように、中央審議会の目安が 50 円という金額になると、継続的に賃上げをして

いくという上において非常にこれは高過ぎと言いますか、私ども率にして 5.36%

になるので、その 5.36%のこの賃上げを継続して実施していけるはずもないので、

この辺はもう少し中央の方でも継続して賃上げできるという率は、金額はおいくら

なのかということをきちんと根拠立ててやっていただきたいなと思います。それが

一つです。それと、あの私ども使用者側で大きく分かれたのは地震があったがため

に非常に、その中でも中小小規模事業者の復旧復興というのは遅々として進んでい

ない状況があると。こういう中においての賃上げというのは非常に難しいっていう

そういうご主張もありますし、一方でどうしてもこの北陸というのは一括りになる

ので、北陸 3 県の最低賃金の状況を勘案しながら議論をしていく必要があるんじゃ

ないかというそういった、意見とちょっと分かれておりまして、私どもの方はどう

しても北陸 3 県の均衡ある発展を願っておりますのでどうしてもここで、隣県との

差をつけないようにこの 51 円という、この公益案に賛成をさせていただきたいと

思います。 

 

はい。山下委員どうぞ。  

 

私の方からも。私も、これまでの審議でも申し上げておりますように、経済の好

循環を図っていく上ではですね、いわゆる賃上げというのは重要であるとこのよう

には考えております。とりわけ地域の中小企業小規模事業者は地域住民の生活と雇

用を支える、いわゆるセーフティネットの役割を果たしておりますので、そういっ

た物価上昇局面にあって、従業員の処遇改善というのは経営者にとっても必要なこ

とであるというふうには認識をしております。ただ、そういった状況を踏まえて、

この地震というものをどう考えるか、能登半島地震という未曾有の大災害が見舞わ

れた中でこの能登にあってこそ、このセーフティネット機能、いわゆる地域住民の

生活を守る。そして地域経済を再生させていく、そのためには被災した事業者の事

業継続、これをしっかり我々としても支えていかなければいけない。こういう思い

でもございます。能登には今なお、事業再開の見通しが立たない。賃上げをしたく

てもできない、あるいは賃金支払い能力が極端に低下した事業者がまだまだたくさ

んいらっしゃるということをどうかご理解をいただきたいと思っておりますし、そ

うした中で今回の賃金の最低賃金の引き上げというのは、能登で厳しい状況に置か

れている小規模事業者であってもいわゆる罰則をついた形でしっかりと上げてい

かなければいけない、そういうものであろうということが理解しております。ただ、

私も、決して最低賃金を上げるなと地震があって災害がひどいから上げるなと言っ
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【粟田部会長】 

 

 

【徳本委員】 

 

 

 

 

 

 

 

【山下委員】 

 

 

 

 

 

【粟田部会長】 

 

 

 

 

 

 

ているわけではございません。やはり被災地であっても、住民生活を守る上で賃金

の引き上げを必要だとは理解をしております。ただ、今この地震があった状況下の

中で、国の中央の目安額を上回るプラスアルファをしてまで、石川県の最低賃金を

上げなければいけない状況にあるのか、ここについては甚だ疑問である、なかなか

理解ができない、そういう思いでございますので、今回の 51 円という案について

は、厳しい言い方かもしませんが、なかなか能登の厳しい事業者の状況をですね、

ご理解していただけていないのではないかと言わざるを得ない、そういう思いでも

ございますので、申し訳ございません、私としては反対の意を表明させていただき

たいと思います。 

 

はい、敷波委員はよろしいでしょうか。 

公益委員からは発言がありますか。はい、では労働者側委員どうぞ。 

 

今のお言葉を返すようで大変失礼かと思いますが、ちょっと引っかかったのは、

決して私たちはプラスになることで、能登のことを思ってないってことは全くない

ので、その発言は少し労働者側としましても、十分にその辺を熟慮しまして、私た

ちも労働者の代表としてですね、どちらも望んでる、上げたい人はたくさんいまし

て、そこに能登の方もおられるということの中でありますから、そう分かってプラ

スは要求したつもりですので、決して能登のことを軽んじて、プラスをそう簡単に

言ったということではないということをぜひご理解いただきたいと思います。 

 

もし言葉が過ぎているとしたら、申し訳ございません。労働者側の皆さんにもで

すね、重々能登の状況はご理解いただいておりますし、ご支援もしていただいてお

りますので、そこは私も感謝しておりますし、もし言葉が過ぎてるとしたら、申し

訳なく思っておりますが、少しそういう、地域の声と言いますか小規模事業者の声

として申し訳ございません受け止めていただければと思います。 

 

はい。他ご発言はございませんでしょうか。なければ、これから採決に移りたい

と思います。賛成反対の準備、採決をさせていただきます。 

公益案に賛成の方、挙手をお願いいたします。賛成は公益側 2 名、労働者側 3

名、使用者側 2 名でございます。 

はい、それでは反対の方、挙手をお願いいたします。反対の方、使用者側 1 名と

いう形になりました。公益案に賛成が過半数のため、最低賃金審議会令第 6 条 6

項により、公益案を当専門部会の結論といたします。皆さん、ありがとうございま
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した。  

本審に提出する部会報告書を準備しますので、そのままでお待ちください。 

 事務局は部会報告書案を配付し、読み上げお願いします。 

  

（部会報告書（案）配付） 

 

それでは石川県最低賃金改正決定に関する報告書案、こちらを読み上げさせてい

ただきます。 

令和６年 8 月９日 

石川地方最低賃金審議会、会長粟田真人殿 

石川地方最低賃金審議会、石川県最低賃金専門部会、部会長粟田真人 

石川県最低賃金の改正決定に関する報告書 

当専門部会は、令和６年７月 11 日、石川地方最低賃金審議会において付託され

た石川県最低賃金の改正決定について、「新しい資本主義のグランドデザイン及び

実行計画 2024 改訂版」(令和６年６月 21 日閣議決定)及び「経済財政運営と改革

の基本方針 2024」(同日閣議決定)に配意し、慎重かつ真摯に調査審議を重ねてき

たところであるが、各側の意見に隔たりがあった。このため公益委員案を示したも

のの全会一致に至らず、採決の結果、別紙 1 のとおりの結論に達したので報告する。 

また、別紙２のとおり平成 20 年８月６日付け中央最低賃金審議会の「平成 20

年度地域別最低賃金額改定の目安について（答申）」の考え方に基づき最新のデー

タにより比較したところ、令和５年 10 月８日発効の石川県最低賃金（時間額 933

円）は令和４年度の石川県の生活保護水準を下回っていなかったことを申し添え

る。 

なお、本件の審議に当たった専門部会の委員は下記のとおりである。委員名省略

させていただきます。 

 別紙１ 

石川県最低賃金 

１適用する地域、石川県の区域 

２適用する使用者、前号の地域内で事業を営む使用者 

３適用する労働者、前号の使用者に使用される労働者 

４前号の労働者に係る最低賃金額、１時間 984 円 

５この最低賃金において賃金に算入しないもの、精皆勤手当、通勤手当及び家族

手当 

６効力発生の日、法定どおり 
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 別紙２は生活保護との比較でございますが、読み上げは省略させていただきたい

と思います。 

次、別添をご覧ください。  

改正審議の経過と要望について 

令和６年度の石川県最低賃金の改定については、石川地方最低賃金審議会及び石

川県最低賃金専門部会において慎重かつ真摯に議論を重ねた。 

今年の審議では、労使ともに最低賃金の引上げが必要との認識では一致していた

が、引上げの具体的な額を巡っては意見が分かれる状況が続き、公益委員において、

最低賃金近傍で働く人の生活への影響を考慮して年間購入頻度階級別指数のうち

「頻繁に購入」する支出項目に係る消費者物価指数（5.4％）を重視し、地域間格

差の是正、令和６年能登半島地震による影響などを総合的に考慮した上で、公益委

員案として 51 円の引上げ額を示したものの、全会一致に至らず、同案にて採決を

行った結果、別紙１のとおりの結論に達したものである。 

審議の過程で労働者側は、県内事業者における人材確保・定着の観点から最低賃

金を含む賃上げは急務であり、「誰もが時給 1,000 円」への到達を見据えた引上げ

額が必要である旨を主張し、北陸３県における地域間格差の是正につながるものと

なるよう求めた。とりわけ、最近の消費者物価の急激な上昇は、最低賃金近傍で働

く人の生活を圧迫していると指摘し、生活水準の維持、向上の観点からも大幅な引

上げが必要であることを主張した。 

使用者側は、原材料価格等の上昇、コスト増分の価格転嫁が十分にできていない

状況、能登半島地震による影響を受ける中小企業・小規模事業者の事情を踏まえる

と目安額の 50 円は県内の経済実態に即した金額とは言えず、引上げは困難である

との見解を示した。加えて、能登半島地震による被害が特に大きい奥能登地域では、

目安額での引上げは未だ事業再建の目途もたたない状況下にある経営者にとって

再建意欲をそいでしまうこととなりかねず、小規模事業者の賃金支払い能力が十分

に考慮されていないとして不満の意を表明した。 

また、使用者側は、中央最低賃金審議会で示された今年の目安額について、消費

者物価指数、特に年間購入頻度階級別指数を考慮して示されたことに一定の理解を

示しつつも、仮に、来年以降も、今年と同水準での最低賃金の引上げとなった場合、

事業者が急激な変化に対応することができるのか強い疑問を持ち、結果として賃上

げが進まず、再び「失われた 30 年」の状況が生じかねないことに強い懸念を抱く

ことから、来年以降の中央最低賃金審議会では、企業において継続的な賃上げが可

能となることを第一として、複数年の平均値を用いて具体的かつ説得的な引上げ額

算出の根拠を示すことを含め、可処分所得の維持又はゆるやかな上昇がなされるこ
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とに資する議論を行うよう国、中央最低賃金審議会に対して求めた。 

審議では、労使双方から能登半島地震により被害を受けた事業者、中小企業・小

規模事業者の厳しい事情を踏まえ、賃上げできる環境の整備を国や石川県に求める

意見が多く出された。特に、取引環境については労務費、原材料費などの上昇を適

正に価格転嫁できるための施策と継続的な支援が必要であるとの指摘や、賃金引上

げに向けた支援策について、従来の助成金や補助金の制度の積極的な運用にとどま

らず、経済政策の観点から一過性ではない、継続的な制度の構築など、政府全体に

よる効果的な支援策の検討が必要であるとの指摘もあった。 

政府におかれては、公労使がともに求める支援策の速やかな実行に、早急に取り組

まれるよう強く求める。 

 

この部会報告書案でよろしいですか。 

 

 異議なし。 

 

異義なしとのことですので、事務局は部会報告書の案のとれたものを各委員に配

付してください。 

 

（部会報告書写を配付） 

 

 お手元に案の取れた部会報告書が配布されたと思います。こちらの部会報告を、

本日 13 時 30 分から開催される第 454 回石川地方最低賃金審議会に報告すること

とします。 

 これで部会としては終わることとなりますが委員の皆様からのご発言はよろし

いでしょうか。はい、山下委員お願いいたします。 

 

まず先ほどの私の行き過ぎた発言、ここでもう一度改めてお詫びを申し上げます

し、すみません、失言を取り消していただければと思います、よろしくお願いいた

します。そして、ただいまの採決によって決定した引上げ金額につきましては、当

然のことながら発効されれば、中小小規模事業者が被災地にかかわらず、しっかり

と制度を守っていかなければいけないものと思っておりますので、中小企業小規模

事業者の支援機関である商工会におきましてもですね、当然賃金引上げ等に対する

相談、あるいは支援についてしっかり取り組んでまいりたいと思っております。た

だ、能登半島地震という大変大きな被災がございました。労使ともにそこら辺は十
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分ご理解いただいているということでございますので、ぜひこの審議会で決定した

引き上げ額についてですね、被災地の事業者がしっかり賃上げに取り組めるような

環境整備、あるいは、被災地からの復興、復旧に早急に、立ち直れるような、そう

いった支援策の拡充をですね、ぜひこの審議会としても、国並びに県に対して強く

求めていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

はい、ありがとうございます。今のご要望につきましては、審議会の会長、及び

事務局の方もそうだと思いますけれども、承りまして、また考えていきたいという

活動をしていきたいと思います。 

それでは事務局から連絡事項がありましたら、お願いいたします。 

 

 ただいま粟田部会長からもご案内がありましたが、本日の 13 時 30 分より、第

454 回石川地方最低賃金審議会を同じ共用第２会議室で開催させていただきます。 

 

 それでは第５回専門部会はこれで終了いたします。 

 皆様真摯なご議論ありがとうございました。9 年ぶりの全会不一致となりました

けれどもこの後の本審もよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


